
「
領
主
の
新
衣
」

と
落
語土平

内
遁
j蚤

『
国
語
読
本
』

の
庶
民
性
ー
ー
ー

は
じ
め
に

二
O
O
八
(
平
二

O
)
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
合
わ
せ
教
科
書

(
平
二
三
)
年
か
ら
小
学
校
、
二

O
一

の
改
訂
が
行
わ
れ
、
ニ

O
一一

二
年
か
ら
中
学
校
で
新
課
程
の
教
科
書
の
使
用
が
開
始
さ
れ
る
。
教

科
書
改
訂
は
二

O
一
一
年
現
在
、

四
年
ご
と
に
大
幅
な
改
訂
が
加
え

ら
れ
て
い
る
が
、
振
り
返
れ
ば
一
八
七
二
(
明
五
)
年
の
学
制
か
ら

多
く
の
教
科
書
が
編
纂
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
き
た
。

一
言
で
教
科
書

と
言
っ
て
も
そ
の
種
類
や
特
性
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

教
材
を
採
用
す
る
か
、

ま
た
そ
の
教
材
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
。
教

科
書
は
時
代
や
社
会
の
文
化
観
、

ま
た
教
育
に
対
す
る
価
値
観
を
表

間
嶋

岡IJ

現
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
一
九

O
O
(明
一
ニ
三
)
年
に
富
山
房
か
ら
尋
常
小
学
校
用
、
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高
等
小
学
校
用、

高
等
科
女
子
用
の
計
二
四
冊
が
出
版
さ
れ
た
坪
内

遣
準
編
『
国
語
読
本
』
に
つ
い
て
、

衣
」
を
中
心
に
考
察
し
て

い
く。

と
く
に
翻
案
物
語
「
領
主
の
新

『
国
語
読
本
』
の
目
的
と
明
治
の
「
裸
の
王
様
」

一
八
九
七
(
明
三
O
)
年
、
主
に
教
科
書
や
辞
典
の
出
版
を
手
が
け

て
い
た
出
版
社
富
山
房
の
社
長
、
坂
本
嘉
治
馬
は
当
時
出
回
っ
て
い

た
教
科
書
に
関
し
て
「
遁
造
博
士
の
教
科
書
に
つ
い
て
」
(
『
早
稲
悶
文



尚
子
』

で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

一
九
二
六

・
五

た
し
か
明
治
三
十
年
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。

当
時
金
港
堂

文
学
社
、
普
及
社
、
集
英
堂
な
ど
と
い
ふ
本
屋

が
盛
ん
に
小
学
校
用
教
科
書
を
出
版
し
て
を
っ
た
が
、

そ
の
編
纂

ぶ
り
は
大
抵
教
育
者
出
身
の
人
か
、

経
験
か
ら
割
り
出
し
た
定
型

的
の
も
の
で
、
素
人
が
見
て
も
些
か
気
暁
と
い
ふ
も
の
気
品
と
い

ふ
も
の
が
乏
し
い
感
じ
が
し
た

嘉
治
馬
は

「
何
か
も
っ
と
変
っ
た
読
本
を
作
り
た
い
」

と
考
え

編
纂
に
つ
い
て
当
時
を
代
表
す
る
文
学
者
で
あ
っ
た
坪
内
遣
遁
に
依

頼
し
た
。
遣
準
は
一
八
八
三
(
明
二
ハ
)
年
に
東
京
大
学
文
学
部
を
卒

業
、
そ
の
の
ち
文
学
理
論
書
『
小
説
神
髄
』
や
そ
の
実
践
で
あ
る
『
当

世
書
生
気
質
』
の
刊
行
、
『
桐
一
葉
』
を
は
じ
め
と
す
る
戯
曲
の
発
表

ま
た
早
稲
回
中
学
で
教
頭
も
務
め
る
な
ど
教
育
に
も
関
心
を
寄
せ

多
様
な
方
面
で
活
躍
し
て
い
た
。
当
初
、
嘉
治
馬
の
依
頼
を
遣
準
は

固
辞
し
た
が
、
嘉
治
馬
の
度
重
な
る
依
頼
に
よ
っ
て
編
纂
を
承
諾
し

た
。
お
よ
そ
二
年
の
研
究
の
の
ち
、
遣
準
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝

ら
し
た
『
国
語
読
本
』
は
完
成
し
た
。

一
九

O
O
(
明
三
三
)
年
は
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ
た
年
で
あ
り
、

遣
準
の
『
国
語
読
本
』
は
改
正
さ
れ
た
教
育
制
度
に
対
応
し
て
い
る
。

義
務
教
育
は
尋
常
小
学
校
の
四
年
間
と
さ
れ
、

そ
の
進
学
先
に
は
高

等
小
学
校
の
四
年
間
(
共
学
)
、
中
学
校
の
五
年
間
(
男
子
)
、
高
等
女

学
校
の
六
年
間
(
女
子
)

の
三
つ
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
主
に
高
等

学
校
や
専
門
学
校
な
ど
へ
の
進
学
を
念
頭
に
お
い
た
男
子
の
中
学
校

と
そ
れ
に
対
応
す
る
女
子
の
高
等
女
学
校
に
対
し
て
、
高
等
小
学
校

は
尋
常
小
学
校
と
共
に
初
等
教
育
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
卒

業
後
は
就
職
す
る
生
徒
が
多
か
っ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
誼
盗
の
『国

語
読
本
』
が
使
用
対
象
と
し
た
の
は
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
の

2 

二
つ
の
初
等
教
育
機
関
で
あ
る
。
尋
常
小
学
校
に
は
『
尋
常
小
学
校

用
』
八
巻
、
高
等
小
学
校
に
は
『
高
等
小
学
校
用
』
と
『
高
等
科
女

子
用
』
の
男
女
別
の
教
科
書
そ
れ
ぞ
れ
八
巻
が
用
意
さ
れ
た
。
巻
の

中
に
は
多
少
の
差
は
あ
る
が
二

O
か
ら
二
五
の
課
が
あ
り
、

そ
の
編

纂
要
旨
に
つ

い
て
遣
準
は
大
き
く
二
つ
の
目
的
を
あ
げ
た
。
遁
遥
の

『
国
語
読
本
編
纂
要
旨
』
(
一
九
O
一
・
八
)
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ

る

凡
そ
、

小
学
校
に
於
け
る
読
本
教
授
の
目
的
は
、
別
ち
て
、
直



語
り
、
能
く
読
み
、
能
く
作
文
す
る
の
能
力
を
鍛
ふ
こ
と
、
(
第
二

、
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
普
遍
知
識
」
に
関
し
て
遁
盗
は
「
東
洋

事
物
に
関
す
る
普
通
知
識
の
端
緒
を
授
く
る
こ
と
、
(
第
三
)
、
性

館
か
ら
富
山
房
へ

」(『
冨
山
一
房
五
十
年
』
一
九
三
六

・
一
O
)
で
、
従
来

陶
冶
、
即
ち
徳
育
、
美
育
な
ど
に
資
す
る
こ
と
、
是
れ
な
り
。
此

の
国
語
教
科
書
が
「
と
か
く
上
中
流
本
位
で
あ
り
、
英
傑
本
位
で
あ

の
三
者
は
、
其
の
聞
に
多
少
の
軽
重
あ
る
も
、
尚
其
の
一
を
だ
に
一

り
、
都
会
人
本
位
で
あ
」
っ
た
こ
と
を
批
判
し
、
「
中
流
以
下
を
眼
中

k

、

等
閑
に
附
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

円

に
置
し
て
、
む
し
ろ
凡
人
本
位
、
地
方
人
本
位
、
農
業
や
商
工
業
奨

ー

~フ

]

間
接
の
目
的
は
、
生
徒
を
し
て
、
読
書
の
和
益
と
興
味
と
を
覚

即
本
位
」
に
一
縮
纂
し
た
と
の
ち
に
述
べ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

|

ら
し
む
る
に
在
り
、
換
言
す
れ
ば
、
尋
常
科
社
諮
問
本
八
巻
(
高
等
手

y
う
ゑ
」
(
『
尋
常
小
学
校
用

併
せ
て
十
六
巻
)
を
学
習
し
了
る
頃
に
は
、
生
徒
が
自
然
に
啓
発

学
校
用

ら
れ
て
、
読
書
の
利
益
と
面
白
味
と
を
感
得
し

不
言
不
語
の
間

に
、
書
籍
は
知
識
の
倉
庫
に
し
て
、
兼
ね
て
慰
楽
の
泉
源
た
る

と
を
覚
り
、
や
が
て
、
自
ら
進
ん
で
益
々
読
書
せ
ん
こ
と
を
欲
す

る
に
至
る
や
う
、
彼
等
が
心
を
誘
発
す
る
に
あ
り
。
此
の
間
接
目

的
の
大
切
な
る
は
、
他
の
直
接
目
的
の
大
切
な
る
に
柳
か
も
劣
ら

ざ
る
べ
き
な
り
。

「
直
接
の
目
的
」

は
第
一
に
「
語
り
」
「
読
み
」
「
作
文
」

の
能
力

を
養
う
こ
と
、
第
二
に
「
普
遍
知
識
の
端
緒
を
」
与
え
る
こ
と
、
第

三
に
「
性
情
陶
冶
」
す
な
わ
ち
倫
理
教
育
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

回

巻
三
』
第
一
三
課
)
、
「
茶
と
桑
」(『
尋
常
小

巻
五
』
第
六
諜
)
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
よ
り
庶
民
の
生
活
に

密
着
し
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
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苛
接
の
目
的
」
に
は
「
読
書
の
利
益
と
興
味
と
を
覚
え
ら
し
む

る
」
と
あ

注
目
す
べ
き
特
徴
と
い
え
る
。
準

盗
は
『
国
語
読
本
』
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
「
間
接
の
目
的
」
の
達

成
を
目
指
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
方
法
の
一
つ
に
海
外
児
童
文
学

の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。

遁
造
の
『
国
語
読
本
』
を
扱
っ
た
先
行
研
究
は
少
な
い
が
、
青
木

稔
弥
に
よ
る
『
国
語
読
本
』
J、、

の
お「
しシ
んン
物Tデ
語ニレ
」 フ

坪と
内イ
誼ソ
造ツ
『プ
国童

話
の
導
入
に
つ
い
て
分
析
し
た



語
読
本
』
と
イ
ソ
ッ
プ
童
話
」
と
、
海
外
児
童
文
学
に
関
す
る
も
の

が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
に
『
国
語
読
本
』
に
見
ら
れ
る
海
外
児
童
文
学

の
例
を
あ
げ
る
。

「
ね
ず
み
の
そ
l
だ
ん
」
(
『
尋
常
小
学
校
用

巻
三
』
第
六
繰
)
【
ね

こ
に
鈴
(
イ
ソ
ッ
プ
童
話
)
】

「
蟻
ト
セ
ミ
」
(
『
尋
常
小
学
校
用

巻
四
』
第
一
五
課
)
{
ア
リ
と
キ

リ
、
キ
リ
ス

(
イ
ソ
ッ
プ
童
話
)
】

巻
六
』
第
一
八
・
一
九

「
手
が
さ
は
る
と
黄
金
」
(
『
尋
常
小
学
校
用

課
)
{
黄
金
に
変
え
る
手
(
ワ
ン
ダ

・
ブ
ッ
ク
)
】

「
お
し
ん
物
語
」
(
『
高
等
科
女
子
用

巻
一
』
第
一
九

・
二
O
課
)
【
シ

ン
デ
レ
ラ
(
グ
リ
ム
・
ベ
ロ
|
童
話
)
】

「
領
主
の
新
衣
」
(
『
高
等
小
学
校
用

一
課
)
{
裸

巻
六
』
第
一

O

の
王
様
(
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
)
】

イ
ソ
ッ
プ
童
話
は
、

江
戸
時
代
初
期
か
ら
『
伊
曾
保
物
語
』
と
し

て
出
版
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
た
め

同
時
代
の
他
出
版
社
の
教

科
書
に
も

「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」
な
ど
を
扱
っ
た
課
が
見
受
け
ら

れ
る
。
だ
が
、
『
国
語
読
本
』
は

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
や

「裸
の
王
様
」

を
扱
っ
た
教
科
書
と
し
て
は
最
も
早
い
。
な
ぜ
『
国
語
読
本
』
は
こ

れ
ら
海
外
児
童
文
学
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

坂
本
嘉
治
馬
は
『
国
語
読
本
』
の
編
纂
に
あ
た
る
遭
遇
に
つ
い
て
、

前
掲
の

「
遣
準
博
士
の
教
科
書
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に

回
想
し
て
い
る
。

仕
事
に
着
手
さ
れ
て
か
ら
の
先
生
は
、
非
常
に
御
熱
心
で
、
先

生
の
御
便
宜
の
た
め
に
、
牛
込
に
設
け
た
編
輯
所
で
、

十
人
許
り

の
助
手
を
督
し
欧
米
の
リ
ー
ダ
ー
類
は
勿
論
各
種
の
参
考
書
を

調
べ
る
や
ら
、
実
際
家
の
意
見
を
徴
す
る
や
ら
し
て
、
着
々
編
纂

4 

を
進
め
ら
れ
た
。
(
注
|

|
傍
線
は
引
用
者

明
治
時
代

日
本
は
西
洋
の
文
化
を
取
り
入
れ
る
必
要
に
迫
ら
れ

た
。
一
八
六
八
(
明
二
年
に
出
さ
れ
た
五
箇
条
の
御
誓
文
に
は
、

「智

識
ヲ
世
界
ニ
求
メ
大

ニ
皇
基
ヲ
振
起
ス
ヘ
シ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も

日
本
に
と
っ
て
い
か
に
西
洋
文
明
の
吸
収
が
急
務
で
あ
っ
た
か
が
わ

か
る
だ
ろ
う
。
多
く
の
知
識
人
が
外
国
へ
留
学
に
赴
い
た
の
に
対
し

て
、
圏
内
の
学
生
が
外
国
の
知
識
を
学
ぶ
た
め
に
広
く
使
用
し
た
の

が
、
欧
米
で
英
語
教
育
用
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た

「リ
ー
ダ
ー
」



と
呼
ば
れ
る
教
科
書
で
あ
る
。
川
戸
道
昭
は
遣
準
が
東
京
大
学
の
前

身
で
あ
る
東
京
開
成
学
校
・
東
京
大
学
予
備
門
在
学
時
に
、
授
業
で

『ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
リ

l
デ
イ
ン
グ

・
ブ
ッ
ク
ス
』
(
一
八
七
三
、
チ

エ
ン
パ
ー
ス
社
)
を
使
用
し
た
授
業
を
受
け
て
い
た
こ
と
と
、
数
種
類

あ
っ
た
「
リ
ー
ダ
ー」

に
よ
る
当
時
の
日
本
の
翻
訳
・
翻
案
物
語
へ

の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
ベ
ロ

|
童
話
や
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
を

は
じ
め
と
し
た
、
海
外
児
童
文
学
の
一
部
は
こ
の

「
リ
ー
ダ
ー
」
を

通
し
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
翻
訳
・
翻
案
さ
れ
た
。
遣
準
も
『
国
語
読

本
』
編
纂
の
際
に
こ
の

ヲ

Q

。

「
リ
ー
ダ
ー
」
を
参
考
に
し
て
い
た
の
で
あ

『
国
語
読
本
』
に
あ
る
翻
案
物
語
か
ら

「領
主
の
新
衣
」
を
取

り
あ
げ
る
。
「
領
主
の
新
衣
」
は
『
高
等
小
学
校
用

一
一
課
に
(
上
)
(
下
)
に
分
か
れ
て
掲
載
さ
れ
た
。

巻
六
』
第
一

O

「
領
主
の
新
衣
」

は
デ
ン
マ

ー
ク
の
創
作
童
話
作
家
、

ハ
ン
ス

ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ア

ン
デ
ル
セ
ン
が
一
八
三
七
年
に
発
表
し
た
、

本
で
は
「
裸
の
王
様
」
と
し
て
現
在
で
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
代
表

作
「
皇
帝
の
新
し
い
衣
装
」

の
翻
案
で
あ
る
(
直
訳
す
れ
ば
「
皇
帝
の

新
し
い
衣
裳
」
だ
が
、
以
下
は
日
本
で
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る

「裸
の
王
様
」

で
統
一
す
る
)
。
「
裸
の
王
様
」
の
梗
概
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

着
物
道
楽
の
王
様
が
い
た
。
あ
る
と
き
二
人
の
織
師
が
国
に
き
た
。

織
師
は
不
忠
実
で
馬
鹿
な
も
の
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
着
物
を

作
れ
る
と
い
う
。
王
様
は
さ
っ
そ
く
織
師
を
雇
っ
て
着
物
を
作
ら
せ

た
。
服
の
出
来
が
気
に
な
る
王
様
は
、
作
業
の
様
子
を
家
臣
た
ち
に

見
に
行
か
せ
る
。
正
直
者
の
大
臣
や
人
の
好
い
役
人
が
着
物
を
見
に

行
く
が
、
家
臣
た
ち
に
は
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
家
臣
た
ち
は
、
見

え
な
い
こ
と
を
王
様
に
報
告
す
る
と
不
忠
実
で
馬
鹿
な
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
。

そ
こ
で
着
物
が
見
え
る
ふ
り
を
し
、
織
師
の
言
っ
た
着

物
の
様
子
を
そ
の
ま
ま
王
様
に
報
告
し
た
。
着
物
が
完
成
し
、

王
様

も
着
物
を
見
る
が
、

王
様
に
も
何
も
見
え
な
か
っ
た
。

王
様
も
自
分

5 

だ
け
見
え
な
い
と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
、
見
え
る
ふ
り
を

し
た
。
織
師
の
指
示
に
従
い
見
え
な
い
着
物
を
着
た
王
様
は
、
誰
も

が
賞
賛
す
る
の
で
そ
の
着
物
を
着
て
町
に
行
進
に
出
た
。
当
初
、
誰

に
も
着
物
が
見
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
中
が
王
様
の
着
物
を
賞

日

賛
し
て
い
た
。
す
る
と
そ
こ
へ
無
邪
気
な
子
供
が
通
り
か
か
り
、

王

様
が
裸
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

王
様
も
含
め
町
中
の
人
々
が
、

王
様
が
裸
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

日
本
で

「裸
の
王
様
」
を
早
い
時
期
に
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、

ヤ
ス
オ
カ
シ
ュ
ン
ジ
ロ
ウ
訳
「
。

z
o
kp寸
〉
同
〉
∞
国
同
問
H
H
m
w

同
O

(王



の
新
し
き
衣
裳
ご
(
『
H
N
O
呂
〉
臼
N
〉
∞
∞
回
目
(
ロ
ー
マ
字
雑
誌
)
』
一
八
八
六
・

一
一
)
と
、
巌
本
善
治
訳
「
不
思
議
の
新
衣
裳
」
(
『
女
学
雑
誌
』

)¥ 

八
八
・
三
、
第
一

0
0
・一

O
一
口
さ
が
あ
る
。
川
戸
に
よ
っ
て
、
こ
の

二
つ
の
翻
案
と
遺
造
の

は
同
じ
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル

「
領
主
の
新
衣
」

第
五
巻
』
(
一
八
八
四
、
ア
メ
リ
カ
バ
ー
ン
ズ
社
)
を
原
典

に
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

リ

ダ「O
Z
O
〉寸
kp
同
k
r
ω

出
同
開
H
H
ω

国
O
」
と
「
不
思
議
の
新
衣
裳
」
に

は
、
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
』
に
は
な
い
文
章
が
物
語
の
末
尾
に

添
え
ら
れ
て
い
る
。

同
け
印
ロ
ヨ
田
ロ

o
E
M刊O
ロO
ロ同
一E

E
宅
釦

W
同W
白
H
g
E
m
g
ロ0
5

0

0]向田口
・〉
E
E円山田
O
ロ
0
5
2
E
B
Oロ
O
ロ
O回
目
白
同
同
ロ
u
忌
・
〉一

(
偽
り
多
き
世
の
中
に
は
か
か
る
類
の
い
と
多
か
り
。
あ
に
た
だ
王
の

召
し
物
の
み
な
ら
ん
や
。
あ
あ
!
)(「
0
2
0
〉
寸
〉
伺
〉
∞
出
口
口
同
∞
国
O
」)

此
で
す
か
ら
何
で
も
正
直
に
し
な
い
と
間
違
ひ
を
生
じ
て
大
い

な
る
ハ
ヂ
を
受
け
ま
す
若
し
此
の
天
皇
(
「
王
様
」
の
こ
と
|
|
引
用

者
注
)
を
初
じ
め
と
し
一
人
で
も
正
直
な
人
が
あ
っ
て
正
直
な

と
は
何
処
ま
で
も
直
言
し
た
な
ら
ば
天
皇
が
斯
る
恥
辱
を
受
け
遊

ば
す
こ
と
な
く
又
た
莫
大
の
金
や
絹
を
盗
賊
同
様
の
悪
る
者
に
奪

ひ
取
ら
る
る
気
遣
ひ
も
な
か
り
し
な
ら
ん
夫
故
へ
お
前
方
は
何
で

も
正
直
に
し
そ
し
て
正
直
な
事
を
言
ふ
に
は
少
し
も
恐
る
る
こ
と

な
く
キ
ツ
パ
リ
と
之
を
言
ひ
又
断
じ
て
行
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
よ
。
(
「
不
思
議
な
新
衣
裳
」

「O
Z
O
〉
寸
〉
同
〉
∞
出
口
内
H
H
ω

出
。
」

lま

「
偽
り
多
き
世
の
中
」
を

嘆
き
、
「
不
思
議
の
新
衣
裳
」
は
「
何
で
も
正
直
に
し
な
い
と
間
違
ひ

を
生
じ
て
大
い
な
る
ハ
チ
を
受
け
ま
す
」
、

「
お
前
方
は
何
で
も
正
直

に
し
そ
し
て
正
直
な
事
を
言
ふ
に
は
少
し
も
恐
る
る
こ
と
な
く
キ
ツ

6 

パ
リ
と
之
を
言
ひ
又
断
じ
て
行
は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
よ
」
と
、

正
直
さ
を
励
行
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
早
い
時
期
に
紹
介
さ
れ

た

「
裸
の
王
様
」

は
、
正
直
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く
教
訓
物

語
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
領
主
の
新
衣
」
の
大
筋
は
「
O
Z
O
〉
寸
〉
H
N
K
F
∞
同
日
間
H
H
ω

出
O
」、

「
不
思
議
の
新
衣
裳
」
と
変
わ
ら
な
い
。

し
か
し
、
「
領
主
の
新
衣
」

に
は
話
の
末
尾
に
訳
者
に
よ
る
教
訓
は
添
え
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の

た
め
、
解
釈
の
幅
が
広
が
っ
て
く
る
。



坪
内
遁
遁
「
領
主
の
新
衣
」
と
「
三
太
夫
」

「
領
主
の
新
衣
」

の
特
徴
と
し
て
物
語
の
舞
台
設
定
が
あ
る
。
次

に
「
領
主
の
新
衣
」

の
日
目
頭
を
あ
げ
る
。

昔
、
或
国
の
領
主
に
、
着
物
道
楽
の
殿
様
が
あ
っ
た
。
移
し
く

着
物
を
仕
立
て
さ
せ
て
、

一
日
に
、

幾
度
も
/

¥
着
換

へ
、
気
に

入
っ
た
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
着
て
、
馬
で
、
城
下
を
乗
り
廻
り

町
の
も
の
に
見
せ
び
ら
か
す
の
を
、
何
よ
り
の
楽
み
と
せ
ら
れ
た
。

「
領
主
の
新
衣
」

「
王
様
」

が

「
領
主
」
も
し
く
は

「
殿
様
」

』ま

と
し
て
語
ら
れ
る
。
ま
た
、
衣
服
も
「
0
2
0
kr寸
K
F
同
〉
∞
国
同
開
H

「関
o
d〈
釦
口

V
o
w
w
H
口
広
巾
印
O
同
O

ロ
E
-
H
(
こ
は
チ
ョ
ッ
キ

回
国
。
」

で
は

に
て
候
な
り
ご
と
な
っ
て
い
る
箇
所
を
、
「
領
主
の
新
衣
」
で
は
「
こ

れ
が
御
掛
川
祥
」
と
翻
案
し
、
「
チ
ョ
ッ
キ
」
を
「
補
祥
」
と
い
う
和
服

に
変
更
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
領
主
の
新
衣
」
(
下
)
に
は
、

丁
留
を

結
い
、
持
姿
で
控
え
る
家
臣
達
と
殿
様
が
挿
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
舞
台
が
日
本
の
近
世
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
領
主

の
新
衣
」
は
、
「
裸
の
王
様
」
を
近
世
の
日
本
風
に
翻
案
し
て
い
る
の

だ。
遣
準
は

「翻
案
に
つ
き
て
」
(
一
八
九
五
・
九

で
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

予
は
以
為
へ
ら
く
、
我
が
国
の
場
合
に
て

い
は
ジ
、

事
を
も

人
を
も
、
厳
密
に
「
日
本
化
」
す
る
こ
と
、
是
れ
翻
案
の
最
要
義

な
り
と
。
精
し
く
い
へ
ば
、
第
一
、
作
中
に
あ
ら
は
る
』
人
物
を

し
て
、
性
習
、
所
為
、
悉
く
日
本
的
た
ら
し
む
べ
し
。
第
二
、
作

中
の
事
件
を
し
て
、
悉
く
日
本
的
た
ら
し
む
べ
し
。
第
三
、
事
件

の
連
絡
、
感
情
、
徳
操
、
其
の
他
一
切
を
し
て
、
厳
密
に
日
本
的

7 

た
ら
し
む
べ
し
。
少
し
だ
に
外
国
臭
味
を
留
め
た
ら
ん
は
、
翻
案

に
あ
ら
ず
し
て
無
断
な
る
一
種
の
翻
訳
な
り
。

遣
準
に
と
っ
て
翻
案
と
は
、
「
厳
密
に
日
本
的
た
ら
し
む
」
こ
と

で
あ
っ
た
。
『
女
学
雑
誌
』
の
「
不
思
議
な
新
衣
裳
」
も
明
治
の
日
本

を
舞
台
と
し
て

「裸
の
王
様
」
を
翻
案
し
て
い
た
。
な
ぜ

「領
主
の

新
衣
」
の
舞
台
は
近
世
の
武
家
と
し
て
翻
案
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「領
主
の
新
衣
」
に
は
固
有
名
を
持
っ
た
人
物
が
一
人
だ
け
登
場

す
る
。
「
三
太
夫
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
「
O
Z
O
〉
斗
〉
同
〉
∞
凶
H

同
H



回
出
O
」
と
「
不
思
議
の
新
衣
裳
」
に
は
固
有
名
を
持
っ
た
人
物
は

登
場
し
な
い
た
め
、
「
三
太
夫
」
は
「
領
主
の
新
衣
」
の
大
き
な
特
徴

と
い
え
る
。
「
三
太
夫
」

「
殿
様
」

の
命
令
で
、
最
初
に
「
新
衣
」

lま

を
見
に
行
か
さ
れ
る
家
来
と
し
て
描
か
れ
る
。

以
下
は

「領
主
の
新

衣

「
三
太
夫
」
が
登
場
す
る
場
面
で
あ
る
。

σコ五
六
日
も
た
つ
と
、
領
主
は

よ
ほ
ど
織
れ
た
で
あ

「・も-つ、

ら
う
。
様
子
が
み
た
い
な
。
」
と
思
は
れ
た
が

「
待
て
よ
、
常
の

織
物
と
ち
が
ふ
。
行
っ
て
見
て

見
え
な
ん
だ
ら
、
領
主

万

と
も
か
く
も
、
誰
れ
か
を
や
っ
て
、

た
め
さ
せ
た
上
。
」
と
、
家
来
の
三
太
夫
と
い
ふ
に
言
ひ
つ
け
て
、

た
る
身
の
大
恥
辱
。
ま
づ
、

様
子
を
見
に
遣
は
さ
れ
た
。

三
太
夫
は
、
早
速
、
機
織
場
に
出
張
し
た
。
二
人
は
、

IL'、

織
っ
て
ゐ
る
様
子
な
れ
ど

不
思
議
や
、
機
ば
か
り
で
、
織
物
は

見
え
ぬ
。
こ
れ
は

と
あ
き
れ
て
、
挨
拶
も
え
せ
で

ど
う
ぢ
や

ゐ
る
と
、
織
師
は

ふ
り
か
へ
り
、
「
ど
う
で
ご
ざ
り
ま
す

の
模
様
は
、
殿
様
の
御
気
に
入
り
ま
せ
う
か
。
」
と
い
ふ
。
三
太

夫
の
目
に
は
、
そ
の
模
様
と
や
ら
が
、
ち
っ
と
も
見
え
ぬ
が
、
見

え
ぬ

心
の
よ
こ
し
ま
な
不
忠
者

と
い
っ
て
は

乃
至
、
馬
鹿

者
と
思
は
れ
て
は
大
変
、

と
思
ひ
、
「
い
や
、
至
極
結
構
。
」
と
、

出
た
ら
め
を
い
っ
た
。

織
師
は
、
尚
ほ
も
、
機
を
指
し
、
こ
与
の
模
様
が
し
か

ρ
¥

そ
こ
の
色
合
が
し
か
戸
¥
、

と
自
慢
し
て
、
説
明
す
る
。
三
太
夫

に
は
、
何
も
見
え
ね
ど

々

そ
の
言
葉
だ
け
を
覚
え
て
、
帰

っ
た
。
領
主
は
、
待
ち
か
ね
て
ゐ
て
、
「
ど
う
ぢ
ゃ
。
」
と
聞
は
れ

る
。
三
太
夫
は
、
覚
え
て
き
た
通
り
を
、

一
々
上
申
し
た
。
(
注

|
|
傍
線
は
引
用
者

「
殿
様
」
に
遣
わ
さ
れ
た

が
出
来
な
か
っ
た
が
、
「
心
の
よ
こ
し
ま
な
不
忠
者
、
乃
至
、
馬
鹿
者
」

「
三
太
夫
」

「
新
衣
」
を
見
る
こ
と

lま
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と
思
わ
れ
な
い
よ
う
に

「出
た
ら
め
」
を

「織
師
」
に
言
い
、

「殿
様
」

に
も
「
織
師
」

の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
。
他
の
翻
案
で
は

宰

相
」
や
「
大
臣
」
と
い
っ
た
役
職
名
で
登
場
す
る
、
こ
の
「
三
太
夫
」

と
は
何
者
な
の
か
。

「
三
太
夫
」
に
つ
い
て
は
大
き
く
二
つ
の
用
法
が
あ
る
。

第
一
は
役
職
名
と
し
て
用
い
る
「
三
太
夫
」

で
あ
る
。
「
三
太
夫
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

『
広
辞
苑

に
は
、

「華
族
や
富
貴
の
家
の
家
事
・
会
計
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
人
の

第
四
版
』
(
一

九
九
て
岩
波
書
庖
)



異
称
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
定
義
は
一
九

O
七
(
明
四
O

年
発
行
の
『
辞
林
』
(
三
省
堂
)
に
お
い
て
も
、
「
華
族
又
は
富
貴
の
家

に
傭
は
れ
て
、
家
事
又
は
会
計
な
ど
を
取
扱
ふ
人
の
称
」
と
あ
る
。

他
の
辞
書
に
お
い
て
も
そ
の
定
義
は
ほ
ぼ
同

一
で
、
「
三
太
夫
」
は
「
華

族
や
富
貴
の
家
の
家
事

・
会
計
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
」
役
職
、
す
な

わ
ち
「
執
事
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の

「
三
太
夫
」

の
用
例
に
つ
い
て
、
『
日
本
国
語
大
辞
典

第

版

第
六
巻
』
(
二

0
0

六
小
学
館
)
で
は
、
小
栗
風
葉
「
恋

慕
な
が
し
」
(
一
八
九
八
)
、
森
鴎
外
「
半
日
」
(
一
九

O
九
)
、
志
賀
直

哉
「
暗
夜
行
路
」
(
一
九
二
一

|
三
七
)
の
文
学
作
品
を
あ
げ
て
い
る
。

文
学
博
士
高
山
俊
蔵
と
そ
の
妻
の
葛
藤
が
描
か
れ
る
、
鴎
外
の

「
半
日
」
を
例
に
あ
げ
て
み
る
。
以
下
は
俊
蔵
の
妻
が
、
俊
臓
の
母

が
行
っ
て
い
る
家
の
会
計
に
つ
い
て
、
自
分
に
さ
せ
る
よ
う
主
張
し

た
こ
と
へ
の
俊
蔵
の
反
論
で
あ
る
。

そ
れ
も
間
違
っ
て
ゐ
る
。

い
つ
も
言
っ
て
聞
か
せ
る
通
だ
。
会

計
な
ん
ぞ
と
い
ふ
も
の
は
何
で
も
な
い
。
妻
が
会
計
を
す
る
と
い

ふ
の
も
、
中
以
下
の
事
だ
。
大
い
内
に
な
れ
ば
、
三
太
夫
に
も
さ

せ
る

O
E
-
-傍
線
は
引
用
者

「
大
い
内
」
、
す
な
わ
ち
「
華
族
や
富
貴
の
家
」
の
「
執
事
」
と
い

う
意
味
で
、
「
三
太
夫
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
裕
福

で
あ
れ
ば
執
事
が
会
計
を
す
る
の
で
、
妻
が
会
計
を
す
る
必
要
は
な

い
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
ら
の
文
学
作
品
に
「
執
事
」
と
い
う
意
味
で

「
三
太
夫
」
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
役
職
名
と
し
て

の

「
三
太
夫
」
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

用
例
の
第
二
は
、
落
語
の
演
目
に
登
場
す
る
人
物
の
名
前
で
あ
る
。

鈴
木
業
三
編
『
擬
人
名
辞
典
』
(
一
九
六
三
・
八
、
東
京
堂
)
に
よ
る
と
、

ご
ニ
太
夫
」
は
「
粗
忽
の
使
者
」
「
松
挽
」
「
殿
様
の
将
棋
」
「
初
音
の

鼓
」
「
雛
つ
ぱ
」
な
ど
の
演
目
に
登
場
す
る
。
「
三
太
夫
」
は
こ
れ
ら
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の
演
目
に
、

い
ず
れ
も
殿
様
に
仕
え
る
家
老
と
し
て
登
場
す
る
。

明
治
時
代
は
口
演
速
記
に
よ
っ
て
多
く
の
落
語
や
講
談
が
文
章

化
さ
れ
た
。
以
下
は
一
八
八
九
(
明
一
一
一
一
)
年
創
刊
の
落
語
と
講
談
の

口
演
速
記
雑
誌
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
『
百
花
園
』
か
ら
、
「
三
太
夫
」

が
登
場
す
る
「
将
棋
の
殿
様
」
「
粗
忽
の
使
者
」

で
あ
る
。

何
れ
の
お
大
名
に
も
御
異
見
番
と
云
て
殿
さ
ま
が
厭
忌
た
が
る

お
爺
イ
さ
ん
が
一
人
や
二
人
有
ま
す
、
徳
川
氏
に
於
け
る
大
久
保



彦
左
衛
門
の
や
う
な
人
で
三
大
夫
と
云
ふ
仁
が
今
お
次
ま
で
来
て

御
近
臣
達
の
頭
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
(
禽
語
楼
小
さ
ん
「
将
棋
の
殿

様
」
『
百
花
園
』
一
巻
八
号
一
八
八
九

・
八
)

お
出
迎
ひ
に
出
ま
し
た
者
は
番
家
の
重
役
で

黒
羽
二
重
の
紋

附
に
麻
の
上
下
を
着
け
て
夫
へ
ズ
イ
ト
出
ま
し
て

O
「
エ
l
今
日
は
遠
路
の
処
御
使
者
の
御
役
、
御
苦
労
千
万
に
御

座
り
ま
す

手
前
は
当
家
の
家
来
田
中
三
太
夫
と
申
ま
す

お
見

知
り
居
か
れ
ま
し
て
御
別
懇
に
願
ひ
ま
す
」
(
三
遊
亭
円
遊
「
粗
忽
の

使
者
」
『
百
花
園
』
五
巻
五
五
号
一
八
九
一

・
八
)
(
注
|
傍
線
は
引
用
者
)

「
三
太
夫
」

は
役
職
名
で
は
な
く
「
三
太
夫
と
云
ふ
仁
」
や
「
手

前
は
当
家
の
家
来
田
中
三
太
夫
と
申
ま
す
」

と
語
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
人
物
の
名
前
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
役
職
名

「
御
異
見
番
」
や
「
重
役
」
と
し
て
別
に
諮
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

;6' ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ご
ニ
太
夫
」
も
「
執
事
」
と
い
う
役
職
名
で

は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
「
{
家
来
の
三
太
夫
」
と
あ
る
よ
う
に
、
登
場

「
領
主
の
新
衣
」

の

人
物
の
名
前
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
者
の

「落
語

の
演
目
に
登
場
す
る
人
物
の
名
前
」
が

「
領
主
の
新
衣
」
に
登
場
す

る
「
三
太
夫
」
に
近
い
と
い
え
る
。

落
語
が
演
じ
ら
れ
た
明
治
の
寄
席
に
つ
い
て
、
岡
本
絹
堂
の
回
想

「明
治
時
代
の
寄
席
」
(
『
日
本
及
日
本
人
』

一
九
三
六

・
二
が
あ
る
。

今
日
と
違
っ
て
、
娯
楽
機
関
の
少
な
い
江
戸
以
来
の
東
京
人
は

芝
居
と
寄
席
を
普
通
の
保
養
場
所
と
心
得
て
ゐ
た
。
(
中
略
)
寄
席

は
劇
場
と
違
っ
て
市
全
各
区
に
幾
軒
も
散
在
し
て
ゐ
て

め

/
¥
の
自
宅
か
ら
余
り
遠
く
な
い
か
ら
、
往
復
も
便
利
で
あ
る
。

木
戸
銭
も
廉
い
。
そ
れ
で
一
夜
を
楽
ん
で
来
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
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ら
み
ん
な
寄
席
へ
出
か
け
て
行
く
。

寄
席
が
娯
楽
と
し
て
非
常
に
身
近
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
締

堂
は

「
江
戸
以
来
の
東
京
人
」
に
限
定
し
て
い
る
が
、
落
語
は
寄
席

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。

一
八
八
四
(
明
一
七
)
年
三
遊
亭
円
朝

の
口
演
速
記
本
で
あ
る
『
怪
談
牡
丹
燈
簡
』
の
出
版
を
皮
切
り
に

落
語
を
扱
っ
た

口
演
速
記
の
流
行
が
始
ま
る
。
明
治
は
、
江
戸
以
来

の
戯
作
文
学
が
次
第
に
衰
退
し
、
代
わ
っ
て
い
わ
ゆ
る
純
文
学
が
登

場
す
る
時
代
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
純
文
学
は
二
疋
の
知
識
階
級
向



け
の
文
学
で
あ
っ
た
た
め
、
大
衆
向
け
の
文
学
が
不
在
の
時
代
で
も

あ
っ
た
。

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
口
演
速
記
本
で
あ
る
。
文
章
が
口

語
体
で
あ
る
た
め
、
庶
民
に
と
っ
て
も
読
み
や
す
く
落
語
や
講
談
を

載
せ
た
雑
誌
や
新
聞
が
庶
民
の
文
化
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
誼
盗
も

落
語
の
口
演
速
記
に
注
目
し
て
お
り

円
朝
の
口
演
速
記
本
で
あ
る

『
怪
談
牡
丹
燈
龍
』
に
は
序
文
を
書
き
、
二
葉
亭
四
迷
に
は
言
文
一

致
小
説
の
参
考
と
し
て
円
朝
の
落
語
を
薦
め
て
い
る
。

遺
造
は
庶
民
の
間
で
流
行
し
て
い
た
落
語
に
着
目
し
、
『
国
語
読

本
』
が
要
旨
と
し
た

「
中
流
以
下
を
眼
目
に
置
い
」
た
教
科
書
、
す

な
わ
ち
「
庶
民
が
読
書
に
親
し
め
る
教
科
書
」
と
な
る
た
め
の
一
手

段
と
し
て
参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
明
治
の
庶
民
に
と
っ
て
近

世
の
武
家
を
舞
台
と
し
た
落
語
の
演
目
は
非
常
に
身
近
で
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
「
裸
の
王
様
」
は
「
三
太
夫
」
を
通
し
て
落
語
の
庶
民
性

を
獲
得
す
る
た
め
に
、
「
領
主
の
新
衣
」
と
し
て
日
本
風
に
翻
案
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

落
語
の
「
滑
稽
性
」
と
杉
谷
代
水
「
衣
大
名
」

落
語
の
分
類
に
つ
い
て
は
さ
ま
ぎ
ま
な
解
釈
が
あ
る
が
、
大
き
く

「
人
情
噺
」
と

「滑
稽
噺
」
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
人
情
噺
」

は
主
に
人
情
や
悲
恋
を
扱
う
演
目
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
滑
稽
噺
」
は

聴
き
手
を
笑
わ
せ
る
演
目
で
あ
る
。
「
三
太
夫
」
が
登
場
す
る
務
語
の

演
目
は

「
滑
稽
噺
」
に
属
す
る
演
目
で
あ
る
。

明
治
の
初
期
は
「
人
情
噺
」
の
時
代
で
あ
り
、
三
遊
亭
円
朝
の
「
怪

談
牡
丹
灯
飽
」
や
「
塩
原
多
助
一
代
記
」
な
ど
が
有
名
で
あ
っ
た
。

「
滑
稽
噺
」

は
明
治
以
前
ま
で
伝
統
的
に
「
人
情
噺
」

の
前
肢
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、

明
治
の
中
頃
か
ら
二
代
目
禽
語
楼
小
さ
ん
や

初
代
三
遊
亭
円
遊
の
よ
う
に
「
滑
稽
噺
」
を
主
と
し
て
扱
う
落
語
家

が
現
れ
始
め
た
。
特
に
禽
語
楼
小
さ
ん
は
武
家
出
身
の
落
語
家
で
あ
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り
、
「
三
太
夫
」
が
登
場
す
る
武
家
を
扱
っ
た
演
目
を
得
意
と
し
た
。

の
持
つ
「
滑
稽
性
」
に
つ
い
て
、
中
込
重
明

は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

落
語
の

「
滑
稽
噺
」

落
語
の
笑
い
と
は
、

下
心
の
描
写
に
起
因
す
る
。
人
間
関
係
を

建
前
で
武
装
し
て
生
き
る
人
々
の
虚
飾
・
社
交
辞
令
を
、

は
ぎ
と

っ
た
瞬
間
に
生
じ
る
笑
い
。
こ
れ
が
、
最
も
根
強
く
大
衆
に
支
持

さ
れ
た
笑
い
だ
っ
た
。



中
込
は
こ
の
「
滑
稽
性
」
の
特
質
を
、
物
語
の
「
普
遍
性
」
と
「
押

し
隠
さ
れ
て
い
た
人
間
性
の
吐
露
」
の
二
点
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。

第
一
の

「
普
遍
性
」
と
は
、
物
語
の
時
代
や
人
物
を
特
定
し
な
い

こ
と
だ
。
中
込
は
落
語
の

「
滑
稽
噺
」
を
同
じ
寄
席
で
語
ら
れ
た
講

談
と
比
較
し
て
論
じ
て
い
る
。
講
談
は
主
に
歴
史
的
事
件
に
ち
な
ん

だ
物
語
で
あ
る
た
め
、
「
固
定
忠
治
」
や
「
忠
臣
蔵
」
と
い
っ
た
よ
う

に
語
ら
れ
る
時
代
や
人
物
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
落

語
の

「
滑
稽
噺
」
に
は
、
時
代
や
人
物
の
特
定
は
な
い
。
溶
語
に
は

固
有
名
を
持
っ
た
人
物
は
登
場
す
る
が
、
歴
史
的
事
件
に
登
場
す
る

人
物
と
は
関
係
な
く
、
「
与
太
郎
」
や
「
赤
井
御
門
之
助
」
の
よ
う
に

演
目
に
お
い
て
身
分
や
性
格
が
共
通
し
て
い
る
人
物
に
便
宜
上
つ
け

ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
「
滑
稽
噺
」
の
「
三
太
夫
」
は
「
殿
様
に

振
り
回
さ
れ
る
老
家
臣
」
と
し
て

「
組
忽
の
使
者
」
「
松
挽
」
「
殿
様

の
将
棋
」
な
ど
の
演
目
に
共
通
し
て
登
場
す
る
。
特
定
性
が
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
聞
き
手
が
自
ら
の
こ
と
と
し
て
共
感
す
る
可
能
性
を

高
め
る
。
戸
井
田
道
三
は
落
語
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
、

「人
聞
を
観

察
し
て
そ
れ
を
類
型
化
し
誇
張
し
て
い
た
か
ら
個
性
的
で
な
か
っ

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
滑
稽
噺
」
に
は
「
普
遍
性
」
を
も
っ
た
登

場
人
物
を
笑
い
つ
つ
も
、
聴
き
手
が
共
感
で
き
る
性
質
が
あ
る
の
だ
。

の
日
目
頭
は
、
「
昔
、
或
国
の
領
主
に
、
着
物
道

し ~ ì 宮
家間b

臣
と
し
て
葉足
立L

場
す
る
る
よ
う
に
物
語
の
舞
台
に
特
定
性
は
な

ご
ニ
太
夫
」
も
歴
史
的
事
件
の
登
場
人

物
で
は
な
く
、
落
語
の
演
目
に
登
場
す
る
「
殿
様
に
振
り
因
さ
れ
る

老
家
臣
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
他
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
殿
様
」

や
「
市
内
の
男
女
」
「
子
供
等
」
も
特
定
性
は
な
い
。
「
領
主
の
新
衣
」

は

「普
遍
性
」
が
あ
り
、
読
者
は
登
場
人
物
に
共
感
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。

第

の

「
押
し
隠
さ
れ
て
い
た
人
間
性
の
吐
露
」
と
は
、
「
一
人

の
人
間
の
な
か
に
あ
る
、
ま
っ
た
く
相
反
す
る
か
の
よ
う
な
言
動

・
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行
動
」
を
語
る
こ
と
で
「
聴
き
手
に
何
ら
か
の
共
鳴
を
響
か
せ
」
、
笑

い
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
。

「
領
主
の
新
衣
」
に
お
い
て
は
、
「
三
太
夫
」
を
は
じ
め
、
「
殿
様
」

「{家
臣
」
「
市
内
の
男
女
」
の
誰
も
が

「
新
衣
」
を
見
る
こ
と
が
出
来

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
本
当
の
こ
と
を
言
う
こ
と
が
で
き
な

ぃ
。
「
心
の
よ
こ
し
ま
な
不
忠
者
、
乃
至
、
馬
鹿
者
と
思
は
れ
て
は
大

変
」
と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。

し
か
し

唯

「新
衣
」
が
見
え
な

い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
登
場
人
物
が
い
る
。
無
邪
気
な

「子
供
等
」

だ。



そ
の
う
ち
に

子
供
等
が

こ
の
行
列
を
見
る

か
け
て
き
た
。

と
そ
の
ま
L

、
「
や
l
、
を
か
し
い
ノ
¥
。
殿
様
が
、
裸
で
、
馬
に

の
っ
て
ゐ
る
。
を
か
し
い
な
、
を
か
し
い
な
。
」
と
。
声
を
揃
へ
、

手
を
た
』
い
て
、

さ
わ
い
だ
。
此
の
無
邪
気
の
一
言
に
、
数
万
の

市
民
が
、
始
め
て
、
我
れ
に
か
へ
っ
て
、

丸
裸
だ
。
」
と
い
ふ
声
が
、
だ
ん
ノ
¥
、
だ
ん
/
¥
に
高
く
な
っ
て
、

遂
に
、
数
万
人
が
、

「
い
か
に
も

裸
だ
。

時

ど
っ
と
、

ふ
き
出
し
た
。

「
子
供
等」

「
押
し
隠
さ
れ
て
い
た
人
間
性
」

は
暴
か

に
よ
っ
て

れ
る
。
そ
の
結
果
、
「
数
万
人
が

一
時
に
、
ど
っ
と
、
ふ
き
出
」
す
。

こ
の
数
万
人
の
笑
い
は

「
押
し
隠
さ
れ
て
い
た
人
間
性
の
吐
露
」
を

み
た
読
者
の
笑
い
で
も
あ
る
。

「
三
太
夫
」
ら
「
領
主
の
新
衣
」
の
登

場
人
物
が
思
う
「
心
の
よ
こ
し
ま
な
不
忠
者
、

乃
至
、
馬
鹿
者
と
思

は
れ
て
は
大
変
」

と
い
う
誰
も
が
も
っ
心
を
、
読
者
は

「
ど
っ
と
ふ

き
出
」
す
こ
と
で
確
認
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
領
主
の
新
衣
」
は
口
演
速
記
と
形
式
は
異
な
る
が
、

落
語
に
お
け
る

「
滑
稽
噺
」

の
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
。
だ

「
裸
の
王
様
」
に
も
そ
の
ま
ま

が
、
原
典
で
あ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

こ
の

「
普
遍
性
」
と
「
押
し
隠
さ
れ
て
い
た
人
間
性
の
吐
露
」
と
い

う
「
滑
稽
性
」

は
当
て
は
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

『
国
語
読
本
』
の
編
纂
は
、
誼
準
以
外
に
も
複
数
の
協
力
者
が
関

わ
っ
て
い
た
。

そ
の
中
で
も
『
国
語
読
本
』
編
纂
に
多
大
な
貢
献
を

し
た
の
が
杉
谷
代
水
で
あ
る
。
遣
準
は
『
国
語
読
本
』
と
杉
谷
代
水

の
関
わ
り
に
つ
い
て

「
東
洋
館
か
ら
富
山
房
へ

」(『
冨
山
一
房
五
十
年
』

一
九
三
六
・
一

O
)
で
回
想
し
て
い
る
。

大
体
そ
ん
な
や
う
な
事
(
『
国
語
読
本
』
の
編
纂
要
旨
の
こ
と
|
|
引

用
者
注
)
を
は
じ
め
杉
谷
へ
講
釈
し
て
題
を
定
め
た
り
稿
を
作
ら
せ

13 

た
り
し
た
。
勿
論
、
私
が
比
大
綱
を
定
め
る
ま
で
に
は
杉
谷
が
非

常
に
骨
を
折
り
、
綿
密
に
周
到
に
他
の
あ
ら
ゆ
る
小
学
読
本
の
比

較
表
を
製
し
て
く
れ
た
り
、
其
不
備
や
欠
陥
を
知
ら
せ
て
く
れ
た

り
し
た
。
彼
れ
は
、
病
身
の
た
め
に、

た
し
か
中
途
で
早
稲
田
の

文
科
を
辞
め
た
が
、

温
厚
篤
実
な
人
格
者
で
、
俳
句
、
新
体
詩
を

善
く
し
、
文
章
も
巧
み
で
、
書
も
美
し
く
、
画
も
一
寸
は
描
け
る

と
い
ふ
多
彩
多
能
な
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
校
気
よ
く
案
を
立
て
、

挿
函
の
工
夫
ま
で
も
し
て
、
最
も
面
倒
な
第
一
二
巻
の
細
目
か
ら

全
巻
の
配
合
其
他
に
関
す
る
筋
立
を
悉
く
念
入
り
に
調
べ
て
く
れ



た
。
大
綱
こ
そ
は
私
の
一
存
で
決
め
ら
れ
た
が
、
杉
谷
が
骨
折
つ

て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
連
も
実
用
向
き
の
読
本
は
出
来
な
か
っ
た

で
も
あ
ら
う

代
水
は
外
国
文
学
の
翻
訳
と
唱
歌
の
歌
詞
作
成
を
多
く
手
が
け

纂
に
も
貢
献
し
た
。
優
秀
な
翻
訳
家
で
も
あ
っ
た
代
水
が
『
国
語
読

本
』
の
「
領
主
の
新
衣
」
作
成
に
携
わ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
代
水

の
作
品
の
中
に
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
「
裸
の
王
様
」
を
狂
言
に
翻
案
し

た
も
の
が
あ
る
。
一
九

O
六
(
明
三
九
)
年
『
早
稲
田
文
学
』
三
月
号

に
発
表
し
た
新
作
狂
言
「
衣
大
名
」
だ
。

深
位
時間
hmト
領
主
の
新
衣
」
の
翻
案
の
原
典
で
あ

る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ー
ダ
ー

た
ほ
か
、
富
山
房
の
編
纂
事
務
に
携
わ
り
誼
遁
の
『
国
語
読
本
』
編

第
五
巻
」

と
は
大
き
く
異
な
っ
て

い
る
。

お
も
に
「
主
人
(
王
様
)
」
、
「
太
郎
冠
者
(
家
臣
)
」
、
「
次
郎

冠
者
(
家
臣
)
」
、

「漢
服
部
(
織
師
)
」
、
「
女
」
な
ど
が
登
場
し
、
会

話
に
よ
っ
て
話
が
進
行
す
る
。

狂
言
も
落
語
と
同
じ
く
登
場
人
物
に
特
定
性
が
な
い
。
「
太
郎
冠

者」

「次
郎
冠
者
」
な
ど
は
便
宜
上
の
名
前
で
あ
り
、
そ
の
特
定
性
を

表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
「
太
郎
冠
者
」
「
次
郎
冠
者
」
は

横
着
さ
と
小
心
さ
、
実
直
さ
と
ず
る
が
し
こ
さ
な
ど
矛
盾
し
た
性
格

を
併
せ
持
つ
役
柄
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
狂
言
に
も
落

語
の

「
滑
稽
性
」
が
あ
て
は
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
以
下
は

「衣

大
名
」

の
末
尾
で

「
子
方
」
に
裸
を
指
摘
さ
れ
、
詐
欺

「主
人
」
が

師
で
あ
る
「
漢
服
部
」
を
追
い
か
け
る
場
面
で
あ
る
。

町
人
ど
も
が
異
口
同
音
に
某
を
裸

ぢ
や
と
申
す
。
ゃ
い
太
郎
冠
者
、
若
し
某
は
裸
で
は
無
い
か
。
太

主

「や
あ
ら
事
を
か
し
ゃ
。

「
:
主

「ゃ
い
次
郎
冠
者
に
は
ど
う
見
ゆ
る
。
次
「
さ
れ
ば
殿
様

は
:
。
太

「お
、
ぉ
、
お
見
事
な
、
:
・太
、
次
「
お
裸
と
見
え
ま
す

14 

る
。
主

「や
拐
て
こ
そ
ノ
¥
。
身
共
も
最
前
よ
り
霞
の
衣
と
い
ふ

い
か
い
寒
い
も
の
ぢ
や
と
思
う
て
ゐ
た
わ
。

も
の
は
、

ス
リ
「
ど
う
や
ら
異
し
う
な
っ
て
ム
る
。
捕
へ
ら
れ
ぬ
う
ち
急
い

で
逃
げ
う
。

主

「ゃ
れ
腹
立
や
/
¥
。
漢
服
部
め
に
晴
ら
れ
て

日
本
一
の
恥

を
か
い
た
。
誰
ぞ
あ
の
大
盗
人
め
を
捕
へ
て
く
れ
い

お
の
れ
や

る
ま
い
ぞ
。

ハ
ツ
ク
シ
ヨ
。
太
次

「
や
る
ま
い
ぞ
。
主

「
ハ
ッ
ク

シ
ヨ
。

立
衆

「裸
ゃ
い
ノ
¥
/
¥
。
主

「
ハ
ツ
ク
シ

ヨ
ノ
¥
。
主

太
、
次

「や
る
ま
い
ぞ
/¥
/
¥
。



手わ
り

に

曾

「
漢
服
部
め
に
踊
ら
れ
二
一
一

¥

l
l

4

/
『

評
論
家
の
木
宇
一
ぽ
一
九

O
O
(明
一
二
三
)
年
、
尋
常
小
学
校
三
年

て
、
日
本
一
の
恥
を
か
」
か
さ
れ
、
「
ハ
ツ
ク
シ
ヨ
」
の
く
し
ゃ
み
を
」

U

、1
1川
l
i
l-
-
l
l
l
¥

一
で
遣
準
の

『
国
語
読
本
』
で
学
ん
だ
数
仇
羽
川
封
制
村
山

凡
だ
。
白
木

し
な
が
ら
詐
欺
師
で
あ
る
「
漢
服
部
」
を
追
い
か
け
る
。
こ
こ
に
は
ィ

;

1

1

1

村
は
「
「
国
語
読
本
」
の
こ
と
な
ど
」
(
『
現
代
文
学
大
系

「がの い関
裸活王「たわ
のか様裸のつ
王せ」のだた
様るの王。杉
」よも様 谷
をうつ」 代

、な j去を 水

遣翻選落 も
造案性語 「

のを」と 裸
『模に狂 の
国索遺言
語し i藍に 様
読たと翻
芹か代案 に
』ら水し 「

はではた 滑
落は気理
語な付由 些
をいきと
参た、 1

考ろ「 υ 見
沼て .7u 

5よ昔、
領 OE裸て

文1/ 科省はなつれえ
化I本書 制教かたたる
でけ高」に科つの」
ぁトで、と統書たでと生
るJはな一国」、評が

~ ~っさ定と新す非
言吾j閏てれ制回潟る常
iこ! しるの想県かに
着読ま。開しと「面
白本う誼始て京こ白
し』の造にい7都のが
、がだのよ~.:府読つ

『り u 、本 て
案裸 園、さ岡は
し の 語小 b 山内 む
た王 読学に、容ち

こ様 本校一鹿がを
'- il= の九児あ振

ををi も教 Q 島まり
指明 い科 二の りな
摘 'l#J1 わ書包囲にが
し はY主.ばは'7l県もら
た 湖下 「 全宗し進教
o 111¥ 幻て)か歩え
実 U¥ の文年使的て
際 司1 教部にわだく

本
来
、
立
場
が
上
に
あ
っ
た

「
主
人
」
が

「
主
人
」
が
関
さ
れ
る
こ
と
で
立
場
が
変
わ
り
、
「

一
人
の
人
間
の
な

か
に
あ
る
、
ま
っ
た
く
相
反
す
る
か
の
よ
う
な
言
動
・
行
動
」
が
強

調
さ
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
遣
準
と
共
に
『
国
語
読
本
』
編
纂
に

主
の
新
衣
」
に
翻
案
し
、
代
水
は
の
ち
に
狂
言
と
し
て

「
衣
大
名
」

に
翻
案
し
た
の
だ
。

『
国
語
読
本
』
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン

「
裸
の
王
様
」
を
教
科
書
に
取

り
入
れ
る
た
め
に
そ
の

「滑
稽
性
」
に
着
目
し
、
庶
民
に
身
近
で
あ

っ
た
落
語
を
と
お
し
て

「
領
主
の
新
衣
」
に
翻
案
し
た
の
で
あ
る
。

第
一
巻
』

九
六
七

・
一
O
)
に
お
い
て
、
『
国
語
読
本
』
を
画
期
的
な
教
科
書
で

「教

15 

に
使
用
さ
れ
た
期
間
は
短
か
っ
た
が
、
庶
民
の
教
科
書
と
し
て
編
纂

さ
れ
た

『
国
語
読
本
』
の
試
み
は
、
教
科
書
を
考
え
る
上
で
重
要
な

意
義
が
あ
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。



[注
]

さ
れ
た
雑
誌
。
漢
字
を
用
い
ず
に
西
洋
の
知
識
を
学
べ
る
よ
う
文
章
が
ロ

1 
地其国発字文
理心文ス句句
情ノノレヲ
歴ヲ模ヲ用文
史快範以ヒ章
活タテテノ
理純/レ要正読
科正へ旨確 ミ
其ナキトニ方
他ラモス思
日シノ(想綴
常ムナ中ヲリ
ノノレル略表方
生モヲ)彰及
活ノ要読ス意
ニヲス本ル義
必採故ノノヲ
須ルニ文能知
ニへ児章ヲラ
シク童ハ養シ
テ又ニ平ヒメ
教其理易兼適
授事会ニネ当
ノ項シシテナ
趣ハ易テ智ルノー
味修ク普徳言文易
ヲ身シ通ヲ語字、L

の

ぺ('

I 1 i盈11"， る ン図第字
Ib 1 1.-11日場タ説二で
のlて11~面|児巻書
影l馬八広が)童』か
響l吋/巴徒に 文士れ
!乗!出歩 お学工て
指l利 回でい翻企い
檎|τlロあて訳;了る
し !ffl出る、大ん
て進16 のア辞二引
い IU~にンJJ4二用
る右子対デ 、は

州 首しル第-+ =0 
る!詰ーセーら明
刊誌手ン芝品治
凸¥*~、、の』 出期
カヰ12 h 原 てご うう ア
G，1益ナ些 δ乙と
=01 ~ノレビ O タプ

引長 i2?↓z
ht主|様六/-賞
ナのダが、，~話

ル 』新 l 町ナ雪崩
i衣』をダ Jご訳

リ l ~ 0 行出 Jt 集

8 

引
用
は
『
遁
盗
選
集

第
二
巻
』
(
一
九
二
六

・
一
二
、
春
陽
堂
)
に
依

16 

「
小
学
校
教
則
大
綱
」
(
一
八
九
一

・
一一

、
文
部
省
令
第
一

フ
ル
モ
ノ
タ
ル
へ
シ
」
と
あ
る
。

2 

青
木
稔
弥
「
お
し
ん
物
語
」
(
『
文
林
』
、

二

O
O四

っ
た
。

9 

中
込
重
明

「落
語
に
お
け
る
笑
い
の
生
成
」
(
『
溶
語
の
種
あ
か
し
』

3 

青
木
稔
弥
「
坪
内
池
唯
山
『
国
語
読
本
』
と
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
(
『
文
林
』
、

『
志
賀
直
哉
全
集

第
五
巻
』
(
一
九
七
三

・
六
、
岩
波
書
庖

二
O
O五
・
三
)

1 
0 

4 

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ソ
ン
『
ワ
ン
ダ
・
ブ
ッ
ク
|
|
少
年
少
女
の
た
め

二
O
O四
・
六
、
岩
波
書
庖
)

に
ー
ー
ー
』
(
一
八
五
二
)

戸
井
田
道
三
『
ま
ん
じ
ゅ
う
こ
わ
い

落
語
の
世
界
』
(
一
九
八

5 

川
戸
道
昭
「
明
治
の
ア
ン
デ
ル
セ
ン
|
|
出
会
い
か
ら
翻
訳
作
品
の
出

一
O
、
筑
摩
書
房
)

現
ま
で
」
(
『
明
治
期
ア
ン
デ
セ
ン
童
話
翻
訳
集
成

第
五
巻
』
、

九
九

※
「
領
主
の
新
衣
」
の
引
用
は
坪
内
雄
政
『
国
語
読
本

高
等
小
学
校
用

巻

九
・
一
一
、
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ
ー
)

ハ
』
(
一
九

O
一
・
八
、
冨
山
一房

訂
正
凹
版
)
、
「
半
日
」
の
引
用
は
『
現

6 

『
問
。
宮
〉
臼

N
〉
∞

ω出
回
』
は
一
八
八
五

明
一
八
)
年
八
月
に
創
刊

代
日
本
文
学
大
系
七

森
鴎
外
集
(
こ
』
(
一
九
六
九
・

八
、
筑
摩
書
一
房
)



に
依
っ
た
。
引
用
の
際
、

旧
字
体
は
適
宜
現
行
の
字
体
に
改
め
、
特
別
な

事
情
の
な
い
限
り
ル
ビ

・
傍
点
は
省
略
し
た
。

17 


